
－ 32 －－ 31 －



－ 34 －－ 33 －



                     -34- 

１ 各学科に共通する各教科・科目及び総合的な探究の時間               【総解 P86】 

高等部の生徒に最低限必要な知識・技能と教養の幅を確保するという必履修教科・科目の

趣旨（共通性）と学校の創意工夫を生かすための裁量や生徒の選択の幅（多様性）とのバラ

ンスに配慮し、各必履修教科・科目の単位数については、原則として増加されていない。 
 

＜ 各教科・科目の構成 ＞ 

① Ⅰ、Ⅱ又はⅢが付いている各教科・科目は、その目標や内容を段階的に構成したものであ  

る。（例）「数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」  

② Ａ、Ｂ、Ｃが付いている科目は、その内容について選択履修できるように、目標や内容にそれ

ぞれ特色をもたせて構成したものである。（例）「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学 C」 

③ 「地理探究」については「地理総合」を、「日本史探究」及び「世界史探究」については「歴

史総合」をそれぞれ履修した後に履修させる。 

④ 「物理」「化学」「生物」及び「地学」の各科目については、それぞれに対応する基礎を付し

た科目を履修した後に履修させる。（例）「物理基礎」→「物理」 

⑤ 「家庭基礎」「家庭総合」という科目の名称は、その特徴を示しているものであり、履修に

おける順序性を示すものではない。「理数探究基礎」「理数探究」についても、履修におけ

る順序性は示していないが、目標や内容を段階的に構成している。 

⑥ 英語以外の外国語に関する科目については、各学校において一層柔軟に開設されるようにす

る観点から、学校設定科目として設ける。 

⑦ 総合的な探究の時間については、教育課程の編成において各学科に共通して設定すべきもの

である。 

※必履修科目と選択科目の履修の順序等については、高等学校学習指導要領（平成 30 年３月告示）

「第２章各学科に共通する各教科」における各教科の「第３款各科目にわたる指導計画の作成と

内容の取扱い」を参照すること。 

２ 標準単位数                                                          【総解 P87】 

  標準単位数の制度は、学習指導要領に掲げた単位数（前述表１ 各教科・科目及び標準単

位数）を標準として一定の幅の範囲内で単位数を配当することができるものである。これに

より、各学校においては、その実態に応じて適切な単位数を配当し、特色を持たせた教育課

程を編成することができる。 
 

＜ 標準単位数より多くの単位数を配当する場合 ＞ 

① 義務教育段階での学習内容の確実な定着を図る場合を含め、基礎的な知識を十分身に付け   

させるための時間に充当する場合  

② 理解の難しい科目の内容を十分習得させるための時間に充当する場合 

③ 特定の技術、技能等を反復、習熟させるための時間に充当する場合 

④ 生徒の学習内容の習熟の程度などから判断して、時間をかけてその習熟を図るため特に必要

がある場合 
 

＜ 標準単位数より少ない単位数を配当することが可能な場合 ＞ 

① 必履修教科・科目以外の各教科・科目 

   ・生徒の実態から標準単位数による授業時数より短い時数で当該教科・科目の目標の実現が

可能であると判断される場合 

   ・生徒の特性や学校の実態等に応じてやむを得ないと判断される場合 

② 必履修教科・科目 

   ・原則として標準単位数を減ずることはできない 

   ・生徒の実態及び専門学科の特色等を考慮し、特に必要がある場合のみ減ずることができる。 

   その場合、標準単位数が２単位である場合には単位を減ずることはできないことに留意す

ること。 

※標準単位数を減ずる場合には、事前に県教育委員会事務局特別支援教育室と協議が必要である。 

ポイント解説 
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

農業と環境 ２ ～ ６ 電子機械 ２ ～ ６

課題研究 ２ ～ ６ 生産技術 ２ ～ ６

総合実習 ２ ～ ８ 自動車工学 ２ ～ ８

農業と情報 ２ ～ ６ 自動車整備 ２ ～ ８

作物 ２ ～ ８ 船舶工学 ２ ～ 18

野菜 ２ ～ ８ 電気回路 ２ ～ ８

果樹 ２ ～ ８ 電気機器 ２ ～ ４

草花 ２ ～ ８ 電力技術 ２ ～ ６

畜産 ２ ～ 10 電子技術 ２ ～ ６

栽培と環境 ２ ～ ６ 電子回路 ２ ～ ６

飼育と環境 ２ ～ ６ 電子計測制御 ２ ～ ６

農業経営 ２ ～ ６ 通信技術 ２ ～ ６

農業機械 ２ ～ ６ プログラミング技術 ２ ～ ６

植物バイオテクノロジー ２ ～ ６ ハードウェア技術 ２ ～ ８

食品製造 ２ ～ ８ ソフトウェア技術 ２ ～ ６

食品化学 ２ ～ ８ コンピュータシステム技術 ２ ～ ８

食品微生物 ２ ～ ６ 建築構造 ２ ～ ６

食品流通 ２ ～ ６ 建築計画 ２ ～ ８

森林科学 ２ ～ ８ 建築構造設計 ２ ～ ８

森林経営 ２ ～ ８ 建築施工 ２ ～ ６

林産物利用 ２ ～ ８ 建築法規 ２ ～ ４

農業土木設計 ２ ～ ８ 設備計画 ２ ～ ６

農業土木施工 ２ ～ ６ 空気調和設備 ２ ～ ８

水循環 ２ ～ ６ 衛生・防災設備 ２ ～ ８

造園計画 ２ ～ ８ 測量 ２ ～ ６

造園施工管理 ２ ～ ６ 土木基盤力学 ２ ～ ８

造園植栽 ２ ～ ６ 土木構造設計 ２ ～ ８

測量 ２ ～ ８ 土木施工 ２ ～ ６

生物活用 ２ ～ ６ 社会基盤工学 ２ ～ ４

地域資源活用 ２ ～ ８ 工業化学 ２ ～ ８

工業技術基礎 ２ ～ ４ 化学工学 ２ ～ ６

課題研究 ２ ～ ４ 地球環境化学 ２ ～ ６

実習 ６ ～ 12 材料製造技術 ２ ～ ６

製図 ２ ～ ８ 材料工学 ２ ～ ６

工業情報数理 ２ ～ ４ 材料加工 ２ ～ ６

工業材料技術 ２ ～ ４ セラミック化学 ２ ～ ６

工業技術英語 ２ ～ ４ セラミック技術 ２ ～ ６

工業管理技術 ２ ～ ８ セラミック工業 ２ ～ ６

工業環境技術 ２ ～ ４ 繊維製品 ２ ～ ６

機械工作 ２ ～ ８ 繊維・染色技術 ２ ～ ６

機械設計 ２ ～ ８ 染織デザイン ２ ～ ６

原動機 ２ ～ ４ インテリア計画 ２ ～ ６

農
業

第３節　主として専門学科において開設される各教科・科目                  　【総解P90】

専門教科・科目の標準単位数
　 専門教科・科目については、各都道府県の教育委員会がその標準単位数を定め、その標準単位数を標準と
して各学校が具体的な単位数を定める。

((11))　　特特別別支支援援学学校校（（視視聴聴肢肢病病））
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

インテリア装備 ２ ～ ６ ダイビング ２ ～ ４

インテリアエレメント生産 ２ ～ ６ マリンスポーツ ２ ～ ４

デザイン実践 ２ ～ ６ 生活産業基礎 ２

デザイン材料 ２ ～ ４ 課題研究 ２ ～ ４

デザイン史 ２ ～ ４ 生活産業情報 ２ ～ ４

ビジネス基礎 ２ ～ ４ 消費生活 ２ ～ ４

課題研究 ２ ～ ４ 保育基礎 ２ ～ ８

総合実践 ２ ～ ４ 保育実践 ２ ～ ８

ビジネス・コミュニケーション ２ ～ ４ 生活と福祉 ２ ～ ４

マーケティング ２ ～ ４ 住生活デザイン ２ ～ ６

商品開発と流通 ２ ～ ４ 服飾文化 ２ ～ ４

観光ビジネス ２ ～ ６ ファッション造形基礎 ２ ～ ８

ビジネス・マネジメント ２ ～ ４ ファッション造形 ２ ～ 10

グローバル経済 ２ ～ ４ ファッションデザイン ２ ～ 14

ビジネス法規 ２ ～ ４ 服飾手芸 ２ ～ ４

簿記 ２ ～ ６ フードデザイン ２ ～ ８

財務会計Ⅰ ２ ～ ６ 食文化 １ ～ ４

財務会計Ⅱ ２ ～ ４ 調理 ２ ～ 14

原価計算 ２ ～ ６ 栄養 ２ ～ ３

管理会計 ２ ～ ４ 食品 ２

情報処理 ２ ～ ６ 食品衛生 ５

ソフトウェア活用 ２ ～ ６ 公衆衛生 ３

プログラミング ２ ～ ６ 総合調理実習 ３

ネットワーク活用 ２ ～ ４ 情報産業と社会 ２ ～ ４

ネットワーク管理 ２ ～ ６ 課題研究 ２ ～ ４

水産海洋基礎 ２ ～ ４ 情報の表現と管理 ２ ～ ４

課題研究 ２ ～ ６ 情報テクノロジー ２ ～ ４

総合実習 ２ ～ 12 情報セキュリティ ２ ～ ６

海洋情報技術 ２ ～ ６ 情報システムのプログラミング ２ ～ ６

水産海洋科学 ２ ～ ４ ネットワークシステム ２ ～ ４

漁業 ４ ～ ８ データベース ２ ～ ６

航海・計器 ５ ～ ８ 情報デザイン ２ ～ ６

船舶運用 ６ ～ 10 コンテンツの制作と発信 ２ ～ ６

船用機関 ６ ～ 12 メディアとサービス ２ ～ ４

機械設計工作 ３ ～ ６ 情報実習 ４ ～ ８

電気理論 ４ ～ 10

移動体通信工学 ４ ～ ８

海洋通信技術 ４ ～ 10

資源増殖 ４ ～ 10

海洋生物 ２ ～ ８

海洋環境 ２ ～ ８

小型船舶 ２ ～ ４

食品製造 ２ ～ 12

食品管理 ２ ～ 12

水産流通 ２ ～ ６

工
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

農業と環境 ２ ～ ６ 電子機械 ２ ～ ６

課題研究 ２ ～ ６ 生産技術 ２ ～ ６

総合実習 ２ ～ ８ 自動車工学 ２ ～ ８

農業と情報 ２ ～ ６ 自動車整備 ２ ～ ８

作物 ２ ～ ８ 船舶工学 ２ ～ 18

野菜 ２ ～ ８ 電気回路 ２ ～ ８

果樹 ２ ～ ８ 電気機器 ２ ～ ４

草花 ２ ～ ８ 電力技術 ２ ～ ６

畜産 ２ ～ 10 電子技術 ２ ～ ６

栽培と環境 ２ ～ ６ 電子回路 ２ ～ ６

飼育と環境 ２ ～ ６ 電子計測制御 ２ ～ ６

農業経営 ２ ～ ６ 通信技術 ２ ～ ６

農業機械 ２ ～ ６ プログラミング技術 ２ ～ ６

植物バイオテクノロジー ２ ～ ６ ハードウェア技術 ２ ～ ８

食品製造 ２ ～ ８ ソフトウェア技術 ２ ～ ６

食品化学 ２ ～ ８ コンピュータシステム技術 ２ ～ ８

食品微生物 ２ ～ ６ 建築構造 ２ ～ ６

食品流通 ２ ～ ６ 建築計画 ２ ～ ８

森林科学 ２ ～ ８ 建築構造設計 ２ ～ ８

森林経営 ２ ～ ８ 建築施工 ２ ～ ６

林産物利用 ２ ～ ８ 建築法規 ２ ～ ４

農業土木設計 ２ ～ ８ 設備計画 ２ ～ ６

農業土木施工 ２ ～ ６ 空気調和設備 ２ ～ ８

水循環 ２ ～ ６ 衛生・防災設備 ２ ～ ８

造園計画 ２ ～ ８ 測量 ２ ～ ６

造園施工管理 ２ ～ ６ 土木基盤力学 ２ ～ ８

造園植栽 ２ ～ ６ 土木構造設計 ２ ～ ８

測量 ２ ～ ８ 土木施工 ２ ～ ６

生物活用 ２ ～ ６ 社会基盤工学 ２ ～ ４

地域資源活用 ２ ～ ８ 工業化学 ２ ～ ８

工業技術基礎 ２ ～ ４ 化学工学 ２ ～ ６

課題研究 ２ ～ ４ 地球環境化学 ２ ～ ６

実習 ６ ～ 12 材料製造技術 ２ ～ ６

製図 ２ ～ ８ 材料工学 ２ ～ ６

工業情報数理 ２ ～ ４ 材料加工 ２ ～ ６

工業材料技術 ２ ～ ４ セラミック化学 ２ ～ ６

工業技術英語 ２ ～ ４ セラミック技術 ２ ～ ６

工業管理技術 ２ ～ ８ セラミック工業 ２ ～ ６

工業環境技術 ２ ～ ４ 繊維製品 ２ ～ ６

機械工作 ２ ～ ８ 繊維・染色技術 ２ ～ ６

機械設計 ２ ～ ８ 染織デザイン ２ ～ ６

原動機 ２ ～ ４ インテリア計画 ２ ～ ６
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専門教科・科目の標準単位数
　 専門教科・科目については、各都道府県の教育委員会がその標準単位数を定め、その標準単位数を標準と
して各学校が具体的な単位数を定める。
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

インテリア装備 ２ ～ ６ ダイビング ２ ～ ４

インテリアエレメント生産 ２ ～ ６ マリンスポーツ ２ ～ ４

デザイン実践 ２ ～ ６ 生活産業基礎 ２

デザイン材料 ２ ～ ４ 課題研究 ２ ～ ４

デザイン史 ２ ～ ４ 生活産業情報 ２ ～ ４

ビジネス基礎 ２ ～ ４ 消費生活 ２ ～ ４

課題研究 ２ ～ ４ 保育基礎 ２ ～ ８

総合実践 ２ ～ ４ 保育実践 ２ ～ ８

ビジネス・コミュニケーション ２ ～ ４ 生活と福祉 ２ ～ ４

マーケティング ２ ～ ４ 住生活デザイン ２ ～ ６

商品開発と流通 ２ ～ ４ 服飾文化 ２ ～ ４

観光ビジネス ２ ～ ６ ファッション造形基礎 ２ ～ ８

ビジネス・マネジメント ２ ～ ４ ファッション造形 ２ ～ 10

グローバル経済 ２ ～ ４ ファッションデザイン ２ ～ 14

ビジネス法規 ２ ～ ４ 服飾手芸 ２ ～ ４

簿記 ２ ～ ６ フードデザイン ２ ～ ８

財務会計Ⅰ ２ ～ ６ 食文化 １ ～ ４

財務会計Ⅱ ２ ～ ４ 調理 ２ ～ 14

原価計算 ２ ～ ６ 栄養 ２ ～ ３

管理会計 ２ ～ ４ 食品 ２

情報処理 ２ ～ ６ 食品衛生 ５

ソフトウェア活用 ２ ～ ６ 公衆衛生 ３

プログラミング ２ ～ ６ 総合調理実習 ３

ネットワーク活用 ２ ～ ４ 情報産業と社会 ２ ～ ４

ネットワーク管理 ２ ～ ６ 課題研究 ２ ～ ４

水産海洋基礎 ２ ～ ４ 情報の表現と管理 ２ ～ ４

課題研究 ２ ～ ６ 情報テクノロジー ２ ～ ４

総合実習 ２ ～ 12 情報セキュリティ ２ ～ ６

海洋情報技術 ２ ～ ６ 情報システムのプログラミング ２ ～ ６

水産海洋科学 ２ ～ ４ ネットワークシステム ２ ～ ４

漁業 ４ ～ ８ データベース ２ ～ ６

航海・計器 ５ ～ ８ 情報デザイン ２ ～ ６

船舶運用 ６ ～ 10 コンテンツの制作と発信 ２ ～ ６

船用機関 ６ ～ 12 メディアとサービス ２ ～ ４

機械設計工作 ３ ～ ６ 情報実習 ４ ～ ８

電気理論 ４ ～ 10

移動体通信工学 ４ ～ ８

海洋通信技術 ４ ～ 10

資源増殖 ４ ～ 10

海洋生物 ２ ～ ８

海洋環境 ２ ～ ８

小型船舶 ２ ～ ４

食品製造 ２ ～ 12

食品管理 ２ ～ 12

水産流通 ２ ～ ６

工
業

商
業

水
産

家
庭

情
報
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

社会福祉基礎 ２ ～ ６ 演奏研究 ２ ～ ４

介護福祉基礎 ２ ～ ６ ソルフェージュ ２ ～ ６

コミュニケーション技術 ２ ～ ４ 声楽 ２ ～ ８

生活支援技術 ２ ～ 12 器楽 ２ ～ ８

介護過程 ２ ～ ６ 作曲 ２ ～ ８

介護総合演習 ２ ～ ３ 鑑賞研究 ２ ～ ４

介護実習 ４ ～ 16 美術概論 ２ ～ ４

こころとからだの理解 ２ ～ ８ 美術史 ２ ～ ４

福祉情報 ２ ～ ４ 鑑賞研究 ２ ～ ４

理数数学Ⅰ ６ ～ 10 素描 ２ ～ ６

理数数学Ⅱ ８ ～ 14 構成 ２ ～ ４

理数数学特論 ２ ～ ６ 絵画 ２ ～ ６

理数物理 ３ ～ 12 版画 ２ ～ ４

理数化学 ３ ～ 12 彫刻 ２ ～ ６

理数生物 ３ ～ 12 ビジュアルデザイン ２ ～ ６

理数地学 ３ ～ 12 クラフトデザイン ２ ～ ６

スポーツ概論 ３ ～ ９ 情報メディアデザイン ２ ～ ６

スポーツⅠ ２ ～ 13 映像表現 ２ ～ ６

スポーツⅡ ２ ～ 13 環境造形 ２ ～ ４

スポーツⅢ ２ ～ 13 総合英語Ⅰ ３ ～ ６

スポーツⅣ ２ ～ 13 総合英語Ⅱ ４ ～ ８

スポーツⅤ ３ ～ ９ 総合英語Ⅲ ４ ～ ８

スポーツⅥ ３ ～ ９ ディベート・ディスカッションⅠ ２ ～ ４

スポーツ総合演習 ３ ～ ９ ディベート・ディスカッションⅡ ２ ～ ４

音楽理論 ２ ～ ６ エッセイライティングⅠ ２ ～ ４

音楽史 ２ ～ ４ エッセイライティングⅡ ２ ～ ４

（「栃木県立高等学校における令和４年度以降の教育課程編成の手引き」より抜粋）

((22))　　特特別別支支援援学学校校（（視視覚覚障障害害））

教科 科　　　目 単位 教科 科　　　目 単位

医療と社会 2 地域保健理療と保健理療経営 1

人体の構造と機能 ６ ～ 10 保健理療基礎実習

疾病の成り立ちと予防 保健理療臨床実習

生活と疾病 保健理療情報 １ ～

基礎保健理療 ３ ～ ６ 課題研究 １ ～

臨床保健理療 ５ ～ ９

体
育

音
楽

音
楽

保
健
理
療

（「あん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう師に係る学校養成施設認定規則」に基づく。）

保
健
理
療

13 ～ 17

６ ～ 10

美
術

英
語

福
祉

理
数
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教科 科　　　目 標準単位数 教科 科　　　目 標準単位数

社会福祉基礎 ２ ～ ６ 演奏研究 ２ ～ ４

介護福祉基礎 ２ ～ ６ ソルフェージュ ２ ～ ６

コミュニケーション技術 ２ ～ ４ 声楽 ２ ～ ８

生活支援技術 ２ ～ 12 器楽 ２ ～ ８

介護過程 ２ ～ ６ 作曲 ２ ～ ８

介護総合演習 ２ ～ ３ 鑑賞研究 ２ ～ ４

介護実習 ４ ～ 16 美術概論 ２ ～ ４

こころとからだの理解 ２ ～ ８ 美術史 ２ ～ ４

福祉情報 ２ ～ ４ 鑑賞研究 ２ ～ ４

理数数学Ⅰ ６ ～ 10 素描 ２ ～ ６

理数数学Ⅱ ８ ～ 14 構成 ２ ～ ４

理数数学特論 ２ ～ ６ 絵画 ２ ～ ６

理数物理 ３ ～ 12 版画 ２ ～ ４

理数化学 ３ ～ 12 彫刻 ２ ～ ６

理数生物 ３ ～ 12 ビジュアルデザイン ２ ～ ６

理数地学 ３ ～ 12 クラフトデザイン ２ ～ ６

スポーツ概論 ３ ～ ９ 情報メディアデザイン ２ ～ ６

スポーツⅠ ２ ～ 13 映像表現 ２ ～ ６

スポーツⅡ ２ ～ 13 環境造形 ２ ～ ４

スポーツⅢ ２ ～ 13 総合英語Ⅰ ３ ～ ６

スポーツⅣ ２ ～ 13 総合英語Ⅱ ４ ～ ８

スポーツⅤ ３ ～ ９ 総合英語Ⅲ ４ ～ ８

スポーツⅥ ３ ～ ９ ディベート・ディスカッションⅠ ２ ～ ４

スポーツ総合演習 ３ ～ ９ ディベート・ディスカッションⅡ ２ ～ ４

音楽理論 ２ ～ ６ エッセイライティングⅠ ２ ～ ４

音楽史 ２ ～ ４ エッセイライティングⅡ ２ ～ ４

（「栃木県立高等学校における令和４年度以降の教育課程編成の手引き」より抜粋）

((22))　　特特別別支支援援学学校校（（視視覚覚障障害害））

教科 科　　　目 単位 教科 科　　　目 単位

医療と社会 2 地域保健理療と保健理療経営 1

人体の構造と機能 ６ ～ 10 保健理療基礎実習

疾病の成り立ちと予防 保健理療臨床実習

生活と疾病 保健理療情報 １ ～

基礎保健理療 ３ ～ ６ 課題研究 １ ～

臨床保健理療 ５ ～ ９

体
育

音
楽

音
楽

保
健
理
療

（「あん摩マツサージ指圧師、はり師及びきゆう師に係る学校養成施設認定規則」に基づく。）

保
健
理
療

13 ～ 17

６ ～ 10

美
術

英
語

福
祉

理
数
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